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1 例えば，パーソンズ以降の主要な社会学理論をほぼ網羅していると言ってよいヨアスら（Joas 
& Knöbl 2004）においても，メディア（medium/media）という索引語で参照されているのは，
パーソンズ理論，ルーマン理論，および J. ハーバーマスと A. ギデンズが彼らの機能主義的メ
ディア概念に言及している箇所のみである。 























































































＝行為理論的アプローチとして，H. エサーや C. クローネバークらによって展開されてい
るフレーム選択モデル（MFS）の基本構成が整理される。まず批判的合理主義と方法論的
個人主義という MFSの科学理論的立場を確認した後，MFSの 3つの基本概念（効用最大
化，状況の定義，および可変的合理性）と，MFSの基本的対象である 3つの選択（フレー
ム選択，スクリプト選択，および行為選択）の規定因を整理する。また，MFSの独自性と
して説明対象となる行為規定の分析性をとりあげ，それがMFSの方法論的個人主義および
因果的説明と整合性を得るために，可変的合理性というアイデアが導入されていることを
指摘する。5章後半では，MFSとシステム理論の共通点が 5つ挙げられる。すなわち，行
為規定の自律性，ミクロ的基礎づけ，ミクロ‐マクロ・リンク，意味の二重の選択性，お
よび記号やシンボルの重視である。これらの諸点は密接に関連しあっており，その全体像
から両理論の社会学理論としての共通志向がうきあがってくる。すなわち，両理論はとも
に，ミクロ水準の観察可能な経験的出来事としての行為の成立を社会学の一般理論の 1 つ
の出発点として，その成立に対する記号やシンボルの本質的な役割に注目し，その出発点
からマクロ水準の社会秩序の成立までをも分析対象として包摂しようとする志向である。
ここで指摘された共通志向から，両理論に社会学理論としての接点があり，比較可能性が
存在するということが指摘される。 
6章「社会学理論における総合の諸問題―システム理論と行為理論―」では，本稿がこ
れまで主要な批判対象としてとりあげてきたルーマンのシステム理論と，それと相補的な
関係をとりうると考えられる行為理論であるMFSの両理論の比較と関係づけが課題となる。
まず，両理論が具体的にどのように相補的な関係を築きうるのかが，コミュニケーション
と行為，意味概念，方法論，合理性概念の諸点にわたって検討される。つづいて，本稿の
主たる対象の一つであるシンボルによって一般化されたメディアに対して，相補的な関係
にある両理論がとりうるアプローチの仕方を明らかにし，これまで考察してきた理論的総
合の可能性を応用することができる領域として機能分化という問題領域が指摘される。 
 
